
み
で
な
く
、
教
育
と

た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

て
の
証
言
を
行
っ
た

日
清
、
日
露
の

う
な
が
す
と
と

は
じ

近
年
、
歴
史
認
識

テ
レ
ビ
、
新
聞
、
雑

育
を
め
ぐ
る
情
勢
が

「
極
東
国
際
軍
事
裁
判

の
は
、
近
代
日
本
の

東
京
裁
判
が
、
一
般

「
軍

国
家
主
義
の
関
係
性
の
検
証
、
解
明
を

。
東
京
裁
判
で
証
人
と
し
て
法
廷
に
立

教
育
学
者
海
後
宗
臣
は
、

両
戦
争
で
植
民
地
を
得
た
こ
と
は
、
資

も
に
、
海
外
市
場
へ
の
進
出
が
求
め
ら

め
に

問
題
や
学
力
低
下
問
題
な
ど
、
教
育
に

誌
等
で
持
て
囃
さ
れ
て
い
る
が
、
近
現

最
も
大
き
く
動
い
た
の
は
第
二
次
大

（
東
京
裁
判
）（
中
略
）
の
法
廷
で
最

教
育
に
つ
い
て
の
証
言
で
あ
っ
た
」
と

的
に
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
な
戦
争
犯
罪

人
神
話
」
の
行
方

｜
｜
軍
人
の
教
材
化
に
関
す
る

大
き
な
目
的
と
し

ち
、
教
育
に
つ
い

本
主
義
の
発
達
を

れ
、
こ
れ
が
国
家

目
し
た
こ
と

に
触
れ
た
こ

る
。

戦
争
責

的
役
割

つ
い
て
の
話
題
が

代
に
お
い
て
、
教

戦
後
で
あ
ろ
う
。

初
に
求
め
ら
れ
た

い
う
事
実
か
ら
は
、

人
を
裁
く
た
め
の

の
と
な

想
を
支

と
し
て
、
国

こ
こ
で
い
う

民
が
受
け
て

教
育
等
の
こ

一
部
指
導
者

一
考
察
｜
｜

主
義
と

四

は
効
果
的
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
戦

と
に
つ
い
て
、
教
育
学
者
山
住
正
己
は

任
を
追
及
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
ま
ず

を
果
た
し
た
人
や
、
何
の
疑
問
も
持
た

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
で
国

配
し
、
当
時
の
教
育
の
上
に
も
大
き
な

家
主
義
的
教
育
の
源
流
を
、
日
清
、
日

教
育
と
は
明
治
三
四
年
生
ま
れ
の
海
後

い
た
初
等
義
務
教
育
の
こ
と
で
あ
り
、

と
で
あ
る
。
戦
勝
国
が
戦
争
裁
判
を
優

層
に
よ
る
民
衆
の
誘
導
と
い
う
点
を
強

岡

本

結
び
つ
い
て
日
露
戦
争
後
の
対
外
政
策

五
九

勝
国
が
東
京
裁
判
で
教
育

次
の
よ
う
に
評
価
し
て
い

、
開
戦
に
あ
た
っ
て
指
導

ず
に
侵
略
戦
争
に
協
力
し

家
主
義
思
想
は
国
民
の
思

影
響
を
与
え
た
。

露
戦
争
に
見
出
し
て
い
る
。

自
身
を
含
め
、
ほ
ぼ
全
国

修
身
を
中
心
と
し
た
思
想

位
に
進
展
さ
せ
る
上
で
、

調
す
る
た
め
に
教
育
に
着

大

作

は
ま
す
ま
す
積
極
的
な
も



と
し
て
の
日
本
国
民

す
る
こ
と
を
目
的
と

東
京
裁
判
を
契
機

る
が
、
第
二
次
大
戦

育
評
論
家
黒
羽
亮
一

遡
っ
て
み
ま
す
と
、

争
に
勝
っ
た
の
は
よ

維
新
を
も
ま
た
い
で

た
し
た
人
」
が
受
け

と
り
ひ
と
り
が
受
け

与
し
た
戦
争
行
為
と

勝
国
は
、
偏
向
的
な

個
人
の
側
で
な
く
、

も
「
何
の
疑
問
も
持

「
軍
人
神

た
人
た
ち
が
ど

法
は
正
攻
法
で

こ
こ
で
指
摘
さ
れ
て

扱
う
こ
と
は
で
き
な

れ
た
二
八
人
の
生
年

三
年
か
ら
最
年
少
は

が
、
ど
の
よ
う
な
教
育
を
受
け
て
き
た

し
て
、
教
育
を
裁
判
に
持
ち
込
ん
だ
の

と
し
て
日
本
の
教
育
は
大
き
く
変
容
し

以
前
の
教
育
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
海

が
「
国
民
総
動
員
体
制
が
ど
の
辺
り
で

日
露
戦
争
後
と
い
う
時
代
が
浮
か
ん
で

い
が
、
戦
勝
国
の
高
揚
を
維
持
す
る
の

い
る
こ
と
か
ら
、「
開
戦
に
あ
た
っ
て

た
教
育
に
は
個
々
に
差
異
が
あ
る
は
ず

た
学
校
教
育
を
個
別
に
調
査
し
た
と
し

の
直
接
的
な
因
果
関
係
の
立
証
は
不
可

思
想
教
育
を
切
り
口
と
し
て
、
そ
の
教

受
け
さ
せ
た
側
を
糾
弾
し
た
の
で
あ
り

た
ず
に
侵
略
戦
争
に
協
力
し
た
人
た
ち

話
」
の
行
方

の
よ
う
な
教
育
を
受
け
た
か
を
明
ら
か

あ
っ
た
。

い
る
、
指
導
的
人
物
が
受
け
た
教
育
に

い
だ
ろ
う
。
例
え
ば
東
京
裁
判
に
お
い

は
、
多
く
は
明
治
一
〇
年
代
で
あ
る
が

明
治
二
八
年
ま
で
と
約
三
〇
年
の
隔
た

の
か
を
明
ら
か
に

で
あ
る
。

て
い
く
こ
と
と
な

後
の
指
摘
や
、
教

固
ま
っ
た
の
か
を

き
ま
す
。
日
露
戦

は
、
本
当
に
大
変

以
前
か
ら
検

翌
明
治
三
七

国
定
教
科
書

よ
り
前
後
す

第
二
期
が
明

四
期
が
昭
和

な
っ
て
い
る

指
導
的
役
割
を
果

で
あ
る
。
彼
ら
ひ

て
も
、
彼
ら
が
関

能
で
あ
ろ
う
。
戦

育
を
受
け
た
個
人

、
ま
た
、
戦
犯
を

」
に
含
め
た
総
体

現
在
の
研
究

明
治
三
六

定
制
で
あ
り

っ
て
い
た
が

年
、
政
府
は

に
す
る
と
い
う
手

つ
い
て
は
一
概
に

て

級
戦
犯
と
さ

、
最
年
長
は
慶
応

り
が
あ
り
、
明
治

な
こ
と
で
し

も
よ
い
で
し

着
し
た
と
い

本
論
で
は

責
任
追
及
の

要
な
役
割
を

討
さ
れ
て
い
た
教
科
書
の
国
定
化
を
推

年
四
月
に
は
、
第
一
期
国
定
教
科
書
の

は
そ
の
後
四
回
に
わ
た
っ
て
改
定
さ
れ

る
が
、
修
身
で
み
る
と
、
第
一
期
は
明

治
四
三
年

大
正
六
年
、
第
三
期
が
大

九
年

昭
和
一
五
年
、
第
五
期
が
昭
和

。 資
料
等
に
基
づ
き
整
理
す
る
。

一
、
教
材
と
し
て
の
喇
叭
手
の
物

年
、
国
定
教
科
書
制
度
が
成
立
し
た
。

、
検
定
済
み
教
科
書
に
つ
い
て
は
府
県

、
そ
の
採
択
を
め
ぐ
っ
て
贈
収
賄
が
横

こ
う
し
た
不
正
の
摘
発
に
乗
り
出
し
、 四

た
。
以
後
太
平
洋
戦
争
ま
で
と
い
う
の

ょ
う
。」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
日
露
戦

う
見
方
が
強
い
。

、
戦
勝
国
が
「
平
和
に
対
す
る
罪
」
や

矛
先
を
向
け
た
戦
前
の
軍
国
的
教
育
の

果
た
し
た
軍
人
の
教
材
化
の
方
法
論
を

し
進
め
た
。
制
度
成
立
の

使
用
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。

て
お
り
、
教
科
や
学
年
に

治
三
七
年

明
治
四
二
年
、

正
七
年

昭
和
八
年
、
第

一
六
年

昭
和
二
〇
年
と

語そ
れ
ま
で
の
教
科
書
は
検

単
位
で
の
採
択
制
度
と
な

行
し
て
い
た
。
明
治
三
五

そ
の
機
に
乗
じ
て
、
そ
れ

六
〇

は
、
そ
の
歴
史
と
い
っ
て

争
後
に
そ
の
方
向
性
が
定

「
人
道
に
反
す
る
罪
」
の

成
立
過
程
に
お
い
て
、
重

、
当
時
の
教
科
書
、
及
び



「
日
露
戦

第
二

四
期
に
は

部
分
の
み
に
焦
点
が

キ
グ
チ

コ
ヘ

ニ
マ
シ
タ
。

（
第
二
期
尋
常
小

ズ
、
三
ド

マ

キ
マ
シ
タ
。
ソ

ウ
チ
ヤ
ブ
ル

ニ

ア
タ
ッ
テ

ラ
ッ
パ

ヲ

（
第
一
期
尋
常
小

ー
キ
）

二
七

二
八
年
の
日

木
口
は
陸
軍
歩
兵

命
を
落
と
す
も
、
そ

き
美
談
と
し
て
修
身

教
科
書
に
お
い
て
は

四
期
に
は
「
チ
ュ
ウ

キ
グ
チ
コ
ヘ
イ

こ
の
国
定
教
科
書

争
と
近
代
の
記
憶
」

、
こ
の
内
容
の
う
ち
、
死
後
も
ラ
ッ
パ

当
て
ら
れ
、「
チ
ュ
ウ
ギ
」
と
し
て
掲

イ

ハ

ラ
ツ
パ

ヲ

ク
チ

ニ

学
校
修
身
書

巻
一

児
童
用

十

デ
、
イ
サ
マ
シ
ク
、
シ
ン
グ
ン

ノ

ノ
タ
メ
、
ワ
ガ

グ
ン

ハ
、
ス
ス
ン

コ
ト

ガ

デ
キ
マ
シ
タ

ガ
、
コ

、
タ
フ
レ
マ
シ
タ
。
ア
ト

デ

ミ
タ

ク
チ

ニ

ア
テ
タ
マ
マ

デ

シ
ン

学
校
修
身
書

第
二
学
年
児
童
用

清
戦
争
で
忠
義
を
貫
い
た
と
さ
れ
る
木

の
喇
叭
手
で
、
安
城
渡
の
戦
闘
に
お
い

の
際
に
ラ
ッ
パ
を
放
さ
な
か
っ
た
こ
と

や
音
楽
の
教
科
書
に
掲
載
さ
れ
る
こ
と

第
一
期
に
は
「
ユ
ー
キ
（
勇
気
）」
の

ギ
（
忠
義
）」
の
徳
目
で
掲
載
さ
れ
る

ガ
、
テ
キ

ノ

チ
カ
ク

デ
、
ス

に
軍
人
と
し
て
最
初
期
に
取
り
上
げ
ら

を
話
さ
な
か
っ
た

載
さ
れ
る
。

ア
テ
タ
マ
マ

シ

七

チ
ユ
ウ
ギ
）

語
に
す
り
か

家
と
白
神
家

て
い
る
こ
と

っ
た
と
さ
れ

か
ら
木
口
が

ラ
ッ
バ

ヲ

フ

デ
、
テ
キ

ヲ

ヘ
イ

ハ
、
タ
マ

ラ

コ
ヘ
イ

ハ
、

デ
ヰ
マ
シ
タ
。

ダ
イ
二
十
四

ユ

る
指
導
方
法

「
喇
叭
の

最
後
ま

う
喇
叭

ピ
ヤ
ノ

修
身
の
教

の
物
語
は
突

口
小
平
で
あ
る
。

て
敵
弾
に
当
た
り

が
、
手
本
と
す
べ

と
な
る
。
修
身
の

徳
目
で
、
第
二

。コ
シ
モ

オ
ソ
レ

を
内
包
し
つ

意
図
し
た
も

と
は
無
関
係

は
、
後
述
す

こ
の
木
口
の

「
喇
叭
の
響
」

え
る
際
の
名

れ
る
の
が
、
明
治

「
ユ
ー
キ
」

四

わ
り
、
音
楽
の
教
科
書
の
中
に
現
れ
る

の
親
族
の
間
に
、「
そ
の
家
の
固
有
名

を
め
ぐ
っ
て
つ
づ
い
て
き
た
（
中
略
）

、
教
育
学
者
中
内
敏
夫
は
、
こ
の
対
立

削
除
さ
れ
た
原
因
で
あ
る
と
の
見
解
を

は
次
の
通
り
で
あ
る
。

響
」
と
い
う
曲
は
、
日
清
戦
争
の
時

で
義
務
を
つ
く
し
て
ラ
ッ
パ
を
吹
き
つ

手
の
こ
と
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

で
ひ
い
て
聴
か
せ
る
。

科
書
で
第
一

四
期
ま
で
三
〇
年
以
上

如
、
行
進
曲
の
作
詞
、
作
曲
の
題
材
と

つ
、
外
部
に
対
象
を
も
つ
公
的
な
徳
目

の
と
み
ら
れ
る
。
同
時
代
の
人
物
を
対

に
外
部
か
ら
任
意
の
意
味
を
付
与
し
、

る
広
瀬
武
夫
な
ど
へ
も
適
用
さ
れ
て
い

物
語
と
同
内
容
の
も
の
が
、
第
五
期
の

と
い
う
行
進
曲
と
し
て
掲
載
さ
れ
る

は
木
口
で
は
な
く
白
神
源
次
郎
と
な
っ

か
ら
「
チ
ュ
ウ
ギ
」
へ
の
改
変
は
、

六
一

。
こ
の
背
景
に
は
、
木
口

詞
が
国
定
教
科
書
に
の
っ

か
け
ひ
き
と
誹
謗
」
が
あ

が
修
身
の
第
五
期
教
科
書

提
示
し
て
い
る
。

、
成
歓
攻
撃
中
戦
死
し
、

づ
け
た
白
神
源
次
郎
と
い

を
説
明
し
て
、
そ
の
曲
を

掲
載
さ
れ
て
き
た
喇
叭
手

な
っ
た
白
神
源
次
郎
の
物

へ
と
意
味
付
け
の
拡
大
を

象
に
、
対
象
人
物
の
意
思

物
語
化
す
る
と
い
う
手
法

く
。

音
楽
の
教
科
書
に
お
い
て

が
、
教
師
が
こ
の
曲
を
教

て
い
る
。
こ
の
教
材
に
よ

内
在
的
、
個
人
的
な
徳
目



ワ
タ
ル
ニ
ヤ
ス

テ
キ
ノ
ウ
チ
ダ

わ
き
た
ち
か
へ

せ
ん
ぽ
う
た
り

（
初
等
科
音
楽
一

修
身
で
は
必
ず
木
口

詞
に
は
白
神
の
名
は

す
る
た
め
に
、
木
口

的
に
は
的
を
射
て
い

陸
軍
二
等
楽
手
と
し

義
清
が
「
喇
叭
手
白

略
）
奏
楽
室
の
黒
板

と
が
で
き
る
。

喇
叭
の
響 「

軍
人
神

地
域
主
義
と
そ

し
つ
く
し
て
、

軍
事
的
帝
国
主

帰
一
ス
ル
」
実

木
口
小
平
関
係

個
人
と
そ
れ
を
取

キ

ア
ン
ジ
ャ
ウ
ノ

ナ
ハ
イ
タ
ヅ
ラ

ス

ダ
ン
グ
ワ
ン
ニ

ナ
ミ
ハ
イ
カ
リ

る

く
れ
な
ゐ
の

ち
し
ほ
の
ほ
か
に

し

わ
が
ぐ
ん
の

く
せ
ん
の
ほ
ど
ぞ

十
二

凱
旋
行
進
曲
）

の
名
が
用
い
ら
れ
て
い
た
が
、
こ
の

な
く
、
こ
の
点
か
ら
も
、
改
定
に
際
し

を
修
身
の
教
科
書
か
ら
除
外
し
た
と
い

る
と
い
え
よ
う
。
そ
れ
は
「
日
清
戦
争

て
近
衛
軍
楽
隊
に
属
し
、
広
島
大
本
営

神
源
次
郎
の
戦
死
を
聴
き
大
に
感
激
し

に
書
い
た
」
と
い
う
こ
の
曲
の
歌
詞
か

話
」
の
行
方

の
基
盤
で
あ
る
地
域
の
地
縁
・
血
縁
の

全
大
衆
を
白
神
家
も
木
口
家
も
含
め
て

義
の
巨
大
な
人
材
プ
ー
ル
に
な
げ
こ

用
マ
ス
に
転
化
し
て
し
ま
う
こ
と
、

の
軍
事
教
材
を
葬
っ
た
国
側
の
論
法
は

り
巻
く
地
域
社
会
の
全
て
を
国
家
と
い

ノ

モ
ノ
ナ
ル
カ

テ

ミ
ヅ
サ
ワ
ギ

み
ち
も
な
く

し
ら
れ
け
る

「
喇
叭
の
響
」
の
歌

て
、
木
口
か
白
神

そ
こ
で
は
、

マ
モ
レ
」「
ウ

減
少
し
、
替

れ
て
く
る
。

向
へ
と
誘
導

隠
れ
す
る
一

一

二

う
見
解
は
、
部
分

の
当
時
、（
中
略
）

に
居
つ
た
」
加
藤

て
、
直
ち
に
（
中

ら
も
窺
い
知
る
こ

葬
っ
た
」
後

し
き
れ
て
い

第
五
期
に
お

な
る
点
に
触

「
尋
常
小
学

第
二
学
年
、

る
。
第
五
期

小
共
同
体
を
解
体

ば
ら
ば
ら
に
し
、

み
、「
皇
国
ノ
道
ニ

（
中
略
）
伝
統
あ
る

こ
れ
で
あ
る
。

う
概
念
に
画
一
化

か
と
い
う
論

は
十
分
に
可

と
い
う
個
人

り
、「
最
後
ま

照
射
す
る
の

し
か
し
、

以
前
ま
で
木
口
と
と
も
に
盛
り
込
ま
れ

ソ

ヲ

イ
フ

ナ
」
な
ど
の
善
悪

わ
っ
て
日
常
生
活
に
お
け
る
〈
喜
び

次
の
引
用
は
、
感
情
を
そ
う
し
た
〈
喜

し
、
別
の
何
か
か
ら
視
点
を
外
さ
せ
る

例
で
あ
る
。

年
生

に
、
白
神
を
音
楽
の
教
科
書
で
取
り
上

る
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
で
は
、
こ
の

け
る
修
身
教
科
書
の
内
容
が
、
第
四
期

れ
た
い
。

校
修
身
書
」
で
木
口
が
取
り
上
げ
ら

第
二

四
期
で
は
第
一
学
年
で
あ
り
、

で
は
こ
の
低
学
年
用
の
修
身
書
が
「
ヨ 四

争
を
形
骸
化
さ
せ
つ
つ
漸
次
的
な
霧
消

能
で
あ
る
。
白
神
を
モ
チ
ー
フ
と
し
つ

の
潜
在
化
は
、
木
口
か
白
神
か
と
い
う

で
義
務
を
つ
く
し
て
ラ
ッ
パ
を
吹
き

に
好
都
合
で
あ
っ
た
。

こ
れ
だ
け
で
は
国
が
「
伝
統
あ
る
木
口

て
い
た
「
ヤ
ク
ソ
ク

ヲ

に
関
す
る
徳
目
が
極
端
に

や
〈
楽
し
み

が
強
調
さ

び

や
〈
楽
し
み

の
方

か
の
よ
う
な
意
図
が
見
え

げ
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明

見
解
を
補
足
す
る
意
味
で
、

ま
で
の
そ
れ
と
は
若
干
異

れ
る
の
は
、
第
一
期
で
は

い
ず
れ
も
低
学
年
用
で
あ

イ
コ
ド
モ
」
上
下
と
さ
れ
、

六
二

化
を
図
っ
た
と
み
る
こ
と

つ
も
そ
の
名
を
用
い
な
い

論
争
を
舞
台
脇
に
押
し
や

つ
づ
け
た
」
こ
と
の
み
を

小
平
関
係
の
軍
事
教
材
を



「
日
露
戦

日
露
戦
争
の
約
一
〇

に
三
〇
万
人
を
こ
え

満
で
あ
っ
た
の
に
た

年

引
用
者
注
）
の

億
円
」
と
大
き
な
開

戦
争
が
、
莫
大
な
兵

以
前
の
最
大
規
模
の

た
っ
た
日
露
戦
争
の

た
の
に
対
し
、
日
中

間
を
通
じ
、
ほ
ぼ
一

年
に
は
既
に
東
南
ア

延
べ
総
動
員
数
は
日

一
年
生
ガ

ハ

ウ
レ
シ
イ
ナ
。

本
ガ

新
シ
ク

二
年
生
ニ

ナ

（
ヨ
イ
コ
ド
モ
下

第
五
期
国
定
教
科

さ
れ
る
。
当
時
は
昭

ケ
ウ
シ
ツ
ガ

争
と
近
代
の
記
憶
」

万
人
に
対
し
、
日
中
戦
争
で
は
昭
和
一

て
い
た
。
戦
費
も
「
日
露
戦
争
の
軍
事

い
し
、
三
七
年
か
ら
四
一
年
（
昭
和

対
米
戦
争
開
戦
ま
で
の
「
支

事
変
費

き
が
あ
る
。

力
や
犠
牲
、
戦
費
を
伴
い
な
が
ら
継
続

戦
争
で
あ
っ
た
日
露
戦
争
と
比
較
し
て

延
べ
動
員
兵
力
が
国
内
を
含
め
て
約
一

戦
争
で
は
、
昭
和
一
二
年
か
ら
一
六
年

〇
〇
万
の
兵
力
を
常
時
中
国
に
送
っ
て

ジ
ア
等
へ
も
戦
線
が
拡
大
し
て
お
り
、

露
戦
争
を
は
る
か
に
凌
ぐ
こ
と
に
な
る

イ
ッ
テ

来
タ
。
弟
ヤ

妹
ガ

タ
ク

ナ
ッ
タ
。
チ
ャ
ウ
メ
ン
モ

新
シ
ク

ッ
テ

ウ
レ
シ
イ
ナ
。（
以
下
略
）

）書
の
使
用
は
昭
和
一
六
年
、
日
米
開
戦

和
一
二
年
の
盧

橋
事
件
を
期
に
全
面

カ
ハ
ッ
タ
。
机
モ

カ
ハ
ッ
タ
。
ウ
レ

六
年
ま
で
に
は
既

費
が
二
〇
億
円
未

一
二
年
か
ら
一
六

」
だ
け
で
二
八
〇

イ
コ
ド
モ
下

い
。
替
わ
っ

ド
モ
上
」
で

月
ノ

セ
ッ

し
み

を
想

し
て
い
た
。
そ
れ

も
、
一
年
半
に
わ

〇
〇
万
人
で
あ
っ

に
か
け
て
の
全
期

い
た
。
昭
和
一
六

全
戦
線
に
お
け
る

。
戦
死
者
数
も
、

批
判
の
抑
圧

こ
う
し
た

か
り
始
め
、

不
満
の
抑
制

ま
れ
る
。
第

「
ハ
（
バ
）

は
、「
天
皇
陛

サ
ン

デ
キ
タ
。

ナ
ッ
タ
。

の
直
前
か
ら
開
始

戦
争
化
し
た
日
中

一
般
生
活
に

行
わ
れ
始
め

（
昭
和
一
三
、

「
国
民
生
活
が

こ
と
に
た
い

禁
止
し
、
節

戦
争
規
模
の

シ
イ
ナ
。

戦
争
の
拡

四

十
七

天
皇
陛
下
）
な
ど
、
数
箇
所

て
、
先
の
「
二
年
生
」
に
み
ら
れ
る

の
「
タ
ノ
シ
ク
」
な
ど
の
よ
う
な
語
、

ク
」「
目
ダ
カ
ス
ク
ヒ
」「
エ
ン
ソ
ク
」

起
さ
せ
る
行
事
の
記
述
が
増
加
す
る
。

等
の
対
策
が
表
立
っ
て
講
じ
ら
れ
始
め

戦
争
の
拡
大
に
よ
る
国
家
の
疲
弊
の
影

そ
の
情
勢
を
反
映
す
る
形
で
、
教
育
に

や
解
消
を
意
図
す
る
よ
う
な
内
容
が
修

一
期
の
低
学
年
用
修
身
教
科
書
に
お

ナ
リ
マ
セ
ン
」
と
い
う
言
い
回
し
は
、

下
ニ

チ
ュ
ウ
ギ
ヲ

ツ
ク
サ
ナ
ケ

も
影
響
し
は
じ
め
る
。
切
符
制
配
給
制

た
の
も
こ
の
時
期
で
あ
る
。
衣
料
品

四
年

引
用
者
注
）
か
ら
、
そ
の
不

苦
し
く
な
る
と
、
一
部
の
特
権
階
級

し
、
国
民
の
不
満
は
高
ま
っ
た
。
そ
れ

約
を
奨
励
し
て
、
ひ
た
す
ら
耐
え
忍
ぶ

拡
大
が
一
般
生
活
に
直
接
、
間
接
に
影

大
は
、
生
活
必
需
物
資
が
軍
需
に
優
先

六
三

で
し
か
使
用
さ
れ
て
い
な

「
ウ
レ
シ
イ
」
や
「
ヨ
イ
コ

「
ウ
ン
ド
ウ
ク
ワ
イ
」「
五

な
ど
、〈
喜
び

や
〈
楽

十
歳
に
満
た
な
い
児
童
へ

た
の
が
こ
の
時
期
で
あ
る
。

響
が
民
衆
に
ま
で
降
り
か

お
い
て
も
児
童
の
不
安
、

身
の
教
科
書
に
も
盛
り
込

い
て
多
く
見
受
け
ら
れ
た

「
ヨ
イ
コ
ド
モ
」
上
下
で

レ
バ

ナ
リ
マ
セ
ン
」（
ヨ

度
に
よ
る
消
費
の
規
制
が

は
「
す
で
に
三
八
、
九
年

足
は
い
ち
じ
る
し
く
」、

だ
け
が
そ
の
圏
外
に
あ
る

を
ふ
せ
ぐ
た
め
、
奢
侈
を

こ
と
が
強
制
さ
れ
」
た
。

響
に
及
ぼ
す
事
態
に
対
し
、

的
に
供
給
さ
れ
る
な
ど
、



五
期
に
お
い
て
そ
の

二
、

第
二
期
以
降
の
国

国
語
、
歴
史
、
音
楽

軍
神
と
し
て
祭
り
上

最
も
多
く
取
り
上
げ

む
べ
き
徳
目
の
な
か

況
が
あ
っ
た
。
児
童

育
と
音
楽
に
よ
る
そ

教
科
の
主
旨
か
ら
は

の
教
育
を
本
旨
と
す

で
あ
る
音
楽
の
教
材

し
た
様
々
な
状
況
要

「
軍
人
神

の
教
育
に
お
い
て
、

景
に
は
、
銃
後
の
生

意
図
が
み
て
と
れ
る

喇
叭
手
の
物
語
が

上
げ
ら
れ
た
背
景
に

を
取
り
巻
く
生
活
環

役
目
を
終
え
つ
つ
あ
っ
た
。

軍
神
広
瀬
武
夫
の
物
語

定
教
科
書
に
お
い
て
、
日
露
戦
争
の
軍

等
の
教
科
書
で
数
多
く
取
り
上
げ
ら
れ

げ
ら
れ
た
広
瀬
武
夫
、
橘
周
太
、
加
藤

ら
れ
た
広
瀬
に
つ
い
て
、
修
身
の
教
科

で
、
喇
叭
手
の
忠
義
の
優
先
順
位
が
低

に
対
す
る
教
育
効
果
を
尺
度
と
し
て
修

れ
と
の
優
劣
を
一
概
に
比
較
す
る
こ
と

、
思
想
教
材
と
し
て
の
喇
叭
手
の
物
語

る
修
身
の
教
材
か
ら
、
あ
く
ま
で
も
音

へ
と
格
下
げ
さ
れ
た
と
見
る
こ
と
も
可

因
に
よ
り
、
思
想
教
材
と
し
て
の
喇
叭

話
」
の
行
方

殊
更
に
「
ウ
レ
シ
」
さ
や
「
タ
ノ
シ
」

活
の
苦
難
を
覆
い
隠
し
、
耳
目
を
他
へ

。第
五
期
の
修
身
か
ら
姿
を
消
し
、
替
わ

は
、
生
活
の
困
窮
や
親
兄
弟
の
出
征
、

境
、
教
育
環
境
が
明
治
期
か
ら
は
変
容

人
た
ち
が
、
修
身
、

る
。
こ
こ
で
は
、

建
夫
ら
の
う
ち
、

書
を
中
心
に
、
教

中
ニ

タ
。

（
第
二
期

「
チ
ユ
ウ
ギ

も
と
に
し
た

か
ろ
う
じ
て

は
敵
艦
を
し

下
す
る
よ
う
な
状

身
に
よ
る
思
想
教

は
困
難
で
あ
る
が
、

は
、
思
想
や
情
操

楽
教
育
が
第
一
義

能
だ
ろ
う
。
こ
う

手
の
物
語
は
、
第

ヲ

ヲ

シ
マ
シ

二
十
一

ヒ
ロ
セ

ソ
ウ

ソ
ノ

コ
ド
モ

さ
を
強
調
す
る
背

向
け
よ
う
と
す
る

っ
て
音
楽
で
取
り

戦
死
等
で
幼
少
者

し
、
幼
少
者
が
積

材
化
の
足
跡

広
瀬
が
最

二
十

日
本
ノ

イ

ヤ

ヲ

シ
ロ
シ
ヤ

ノ

イ
ウ
ビ
ン
キ
ツ
テ

ヲ

尋
常
小
学
校
修
身
書

巻
二
）

」
は
広
瀬
が
参
加
し
た
こ
と
で
知
ら

教
材
だ
が
、
広
瀬
を
は
じ
め
、
個
人
名

東
郷
平
八
郎
が
教
師
用
書
の
説
話
要
綱

て
港
外
に
出
づ
る
こ
と
能
は
ざ
ら
し
め

シ
マ
ズ

イ
サ
マ
シ
ク

ハ
タ
ラ
イ
テ

タ
。ヤ

ク
ソ
ク

ヲ

マ
モ
レ

タ
ケ
ヲ

ハ

ロ
シ
ヤ

カ
ラ

カ

ナ
ン
ギ
ナ

ト
コ
ロ

ヲ

ト
ホ
ル

ト
キ

ブ
ジ

ニ

カ
ヘ
レ
マ
イ

ト

ノ

ヤ
ク
ソ
ク

ヲ

思
ヒ
ダ 四

を
整
理
し
て
み
よ
う
。

初
に
取
り
上
げ
ら
れ
た
の
は
、
第
二
期

チ
ユ
ウ
ギ

カ
ン
タ
イ

ハ

ロ
シ
ヤ

ノ

グ

ウ

ニ

リ
ヨ
ジ
ユ
ン
コ
ウ

ノ

ミ

ズ
メ
マ
シ
タ
。
ソ
ノ

ト
キ

ワ
ガ

入
レ
テ

オ
ク
リ
マ
シ

れ
る
旅
順
港
閉
塞
作
戦
を

は
用
い
ら
れ
て
お
ら
ず
、

に
お
い
て
「
東
郷
平
八
郎

ん
が
た
め
に
、
汽
船
を
沈

チ
ユ
ウ
ギ

ヲ

ツ
ク

ヘ
ル

ミ
チ

デ
、
タ
イ

コ
ト

ニ

ナ
リ
マ
シ
タ
。

ト

シ
ン
パ
イ
シ

ア
ル

シ
、
手
紙

ヲ

カ
イ
テ
、

六
四

に
お
い
て
で
あ
る
。

ン
カ
ン

ガ

出
ラ
レ
ナ

ナ
ト

グ
チ

ニ

フ
ネ

グ
ン
ジ
ン

ハ

イ
ノ
チ



「
日
露
戦

し
て
は
、
第
一
期
の

ブ
ン
キ
チ

ハ

ニ

イ
キ
マ
ス

ヤ
ク
ソ
ク
シ
タ

（
第
一
期
尋
常
小

と
連
関
し
て
教
授
す

そ
れ
で
あ
り
、
こ
こ

る
こ
と
が
示
唆
さ
れ

に
置
き
換
え
ら
れ
る

と
い
う
訓
話
に
つ
い

広
瀬
の
名
は
、「
ヤ

め
て
確
認
さ
れ
る
が

て
い
る
。
し
か
し
、

的
に
対
し
て
は
背
景

は
、「
隊
員
を
募
り
し

で
あ
っ
た
閉
塞
隊
員

た
る
忠
義
の
士
の
み

其
の
任
務
を
尽
く
」

「
チ
ユ
ウ
ギ
」
に
つ

め
て
港
口
を
閉
塞
せ

争
と
近
代
の
記
憶
」

「
ヤ
ク
ソ
ク
」
と
大
差
が
な
い
。

、
ア
メ

ノ

フ
ル

ノ
ニ
、
エ
ホ

。
コ
ト

ヲ
、
チ
ガ
ヘ
テ

ハ
、
ナ
リ

学
校
修
身
書

第
二
学
年
児
童
用

べ
し
」
と
あ
る
が
、「
巻
一
第
十
七
「

に
、
無
名
の
閉
塞
隊
員
ら
と
木
口
が
同

る
。
こ
の
閉
塞
隊
員
ら
の
物
語
は
第
三

が
、
そ
れ
に
触
れ
る
前
に
「
ヤ
ク
ソ
ク

て
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。

ク
ソ
ク

ヲ

マ
モ
レ
」
と
い
う
訓

、
軍
人
と
し
て
の
要
素
は
希
薄
で
あ
り

こ
の
東
郷
も
「
忠
義
の
心
を
起
こ
さ
し

的
な
位
置
付
け
に
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。

に
、
応
ず
る
も
の
甚
だ
多
く
、
其
の

ら
で
あ
り
、
そ
の
志
願
の
姿
勢
や
「
も

な
れ
ば
、
少
し
も
屈
せ
ず
、
勇
ま
し
く

し
た
こ
と
を
も
っ
て
忠
義
と
さ
れ
る
。

い
て
、
教
師
用
書
に
は
「
本
課
は
巻

ん
こ
と
を
図
れ
り
」
と
い
っ
た
か
た
ち

ン

ヲ

カ
ヘ
シ

マ
セ
ン
。

ダ
イ
十
三

ヤ
ク

デ
、
タ

ウ
サ

ン
シ

（
第
三
期

第
二
期
で

忠
義
」」
は
木
口
の

列
に
扱
わ
れ
て
い

期
で
広
瀬
の
物
語

ヲ

マ
モ
レ
」

話
に
お
い
て
、
初

、
訓
話
の
内
容
と

十
六

カ
イ
グ

ヲ

フ

マ
シ
タ

デ

イ

ガ

杉

ネ

ノ

む
る
」
と
い
う
目

こ
こ
で
の
主
人
公

選
択
に
苦
し
む
程
」

と
よ
り
死
を
決
し

突
進
し
て
、
よ
く

一
第
十
七
「
忠
義
」

広
瀬
の
戦

し
く
分
析
し

た
広
瀬
の
教

し
て
は
、
雨

特
定
人
物
と

第
三
期
の

に
旅
順
港
閉

で
取
り
上
げ
ら
れ

ソ
ク
）

四

ン
テ
イ

ニ

ノ
リ
ウ
ツ
ツ
テ

カ
ヘ

ハ

タ
イ
ハ
ウ

ノ

タ
マ

ニ

ア

ヲ

ト
ゲ
マ
シ
タ
。

尋
常
小
学
校
修
身
書

巻
二
）

広
瀬
を
取
り
上
げ
た
「
ヤ
ク
ソ
ク

ヲ

チ
ユ
ウ
ギ

ン
チ
ユ
ウ
サ

広
瀬
武
夫

ハ

リ
ヨ

サ
グ

タ
メ
、
ヤ
ミ
ヨ

ニ

キ
セ
ン

。
テ
キ

ノ

ウ
チ
ダ
ス

タ
イ
ハ
ウ

サ
マ
シ
ク

ハ
タ
ラ
イ
テ

ヒ
キ
ア

野
ヘ
イ
サ
ウ
チ
ヤ
ウ

ガ

ヰ
マ
セ
ン

ナ
カ

ヲ

タ
ヅ
ネ
マ
ハ
リ
マ
シ
タ

死
直
後
か
ら
の
報
道
の
過
熱
ぶ
り
に
つ

て
い
る
の
で
割
愛
す
る
が
、
戦
死
直
後

科
書
に
お
け
る
最
初
期
で
の
扱
い
は
、

の
中
、
絵
本
を
返
却
し
に
出
か
け
る
少

近
似
し
て
い
た
こ
と
に
は
注
目
し
て
お

修
身
の
教
科
書
に
お
い
て
、
い
よ
い
よ

塞
作
戦
の
中
心
人
物
と
し
て
登
場
す
る

六
五

リ
カ
ケ
タ

ト
キ
、
チ
ユ

タ
ツ
テ

リ
ツ
パ
ナ

セ

マ
モ
レ
」
は
、
第
三
期

ジ
ユ
ン

ノ

ミ
ナ
ト
口

ニ

ノ
ッ
テ

デ
カ
ケ

ノ

タ
マ

ノ

ナ
カ

ゲ
ヨ
ウ

ト

シ
マ
シ
タ

カ
ラ
、
三
ド

モ

フ

。
イ
ヨ
イ
ヨ

ヰ
ナ
イ
ノ

い
て
は
、
小
森
陽
一
が
詳

か
ら
軍
神
と
さ
れ
騒
が
れ

固
有
名
詞
を
持
つ
人
物
と

年
「
ブ
ン
キ
チ
」
な
る
不

き
た
い
。

広
瀬
が
杉
野
孫
七
と
と
も

。



踏
み
固
め
る
よ
う
な

い
ま
一
度
、
木
口

て
み
よ
う
。
木
口
は

れ
る
。
広
瀬
は
一
度

閉
塞
隊
員
ら
の
一
人

せ
ら
れ
る
。
そ
し
て

関
」
さ
せ
ら
れ
て
い

す
る
形
で
取
り
上
げ

御
為
に
は
一
身
を
顧

課
の
目
的
と
す
。」
と

の
目
的
と
す
。」
と
を

れ
た
使
命
が
如
何
に

第
四
期
で
は
第
三
期

目
で
取
り
上
げ
ら
れ

「
軍
人
神

で
も
こ
の
「
チ
ユ
ウ

て
の
広
瀬
の
人
物
像

か
ら
は
切
り
離
さ
れ

同
様
こ
こ
で
も
「
本

と
あ
り
、
こ
の
「
巻

広
瀬
の
物
語
が
、
木

扱
い
が
な
さ
れ
る
。

、
白
神
、
閉
塞
隊
員
ら
、
広
瀬
の
四
者

白
神
と
の
も
つ
れ
合
い
の
な
か
で
固
有

は
ブ
ン
キ
チ
と
同
列
に
扱
わ
れ
る
固
有

で
あ
っ
た
が
、
後
に
杉
野
と
と
も
に
固

、
無
名
の
閉
塞
隊
員
ら
も
広
瀬
も
、
と

る
。
も
う
明
ら
か
だ
ろ
う
。
共
時
的
な

ら
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
第
三
期

み
ず
し
て
忠
義
を
尽
く
す
べ
き
こ
と
を

、
第
二
期
の
「
忠
義
の
心
を
起
さ
し

比
較
す
る
と
、
物
語
の
主
人
公
で
あ

大
き
な
も
の
で
あ
っ
た
か
が
窺
わ
れ
る

同
様
「
チ
ュ
ウ
ギ
」「
ヤ
ク
ソ
ク

ヲ

、
第
五
期
に
は
姿
を
消
す
と
い
う
、
木

話
」
の
行
方

ギ
」
の
次
に
配
置
さ
れ
る
。
こ
こ
に
お

が
浮
か
び
上
が
り
、
不
特
定
人
物
「
ブ

、
軍
事
的
色
彩
を
濃
厚
に
帯
び
る
こ
と

課
は
巻
一
第
十
七
「
忠
義
」
と
連
関
し

一
第
十
七
「
忠
義
」」
は
や
は
り
木
口

口
の
物
語
の
教
材
化
に
お
い
て
用
い
ら

の
関
係
を
整
理
し

性
を
消
失
さ
せ
ら

性
の
な
い
無
名
の

有
化
さ
れ
出
現
さ

も
に
木
口
と
「
連

意
図
に
基
づ
い
て

く
使
用
さ
れ

も
見
当
た
ら

敵
は
既

此
の
年

本
海
に

を
捕
獲

全
滅
せ

の
「
天
陛
皇
下
の

教
ふ
る
を
以
て
本

む
る
を
以
て
本
課

る
広
瀬
に
負
わ
さ

。
以
後
、
広
瀬
は

マ
モ
レ
」
の
徳

口
が
拓
い
た
道
を

論
の
締
め

つ
い
て
み
て

ま
ず
、
歴

方
を
整
理
し

東
郷
が
指

の
「
尋
常
小

七
八
年
戦
役

い
て
、
軍
人
と
し

ン
キ
チ
」
の
位
置

と
な
る
。
第
二
期

て
教
授
す
べ
し
」

の
そ
れ
で
あ
っ
て
、

れ
た
手
法
を
踏
襲

作
成
さ
れ
た

軍
神
な
ど
と

す
る
固
有
性

化
し
て
く
る

て
お
ら
ず
、
後
に
多
用
さ
れ
る
こ
と
と

な
い
。
以
下
が
こ
の
教
科
書
で
の
日
本

に
三
十
八
隻
よ
り
成
れ
る
大
艦
隊
を
東

五
月
下
旬
漸
く
我
が
近
海
に
現
れ
た
り

迎
へ
撃
ち
、
激
戦
二
日
に
渉
り
て
敵
艦

し
、
そ
の
他
の
諸
艦
を
し
て
武
力
を
失

し
め
た
り
。
実
に
五
月
二
十
七
八
日
の

括
り
と
し
て
、
極
め
て
今
日
的
な
対
象

お
き
た
い
。

史
の
教
科
書
に
主
眼
を
お
い
て
、
教
材

て
み
よ
う
。

揮
を
と
っ
た
明
治
三
七
年
の
日
本
海
海

学
日
本
歴
史

巻
二
児
童
用
」
に
は
既

」
と
し
て
教
材
化
さ
れ
て
い
る
。
こ
の 四

教
科
書
を
通
時
的
に
整
理
、
考
察
す
る

煽
り
立
て
る
背
景
に
存
在
し
て
い
た
の

の
軽
視
の
概
念
で
あ
っ
た
こ
と
が
紛
れ

の
で
あ
る
。

三
、
東
郷
平
八
郎
と
現
在
の
教
科

な
る
「
忠
」
な
ど
の
文
字

海
海
戦
の
記
述
で
あ
る
。

洋
に
回
航
せ
し
め
し
が
、

。
我
が
海
軍
乃
ち
之
を
日

二
十
隻
を
撃
沈
し
、
五
隻

は
し
め
、
遂
に
殆
ど
之
を

事
な
り
。

で
あ
る
東
郷
の
教
材
化
に

と
し
て
の
東
郷
の
扱
わ
れ

戦
は
、
明
治
四
三
年
発
行

に
「
第
十
五

明
治
三
十

時
点
で
は
、
個
人
名
は
全

六
六

こ
と
に
よ
っ
て
、
殊
更
に

が
、
実
は
神
格
化
と
相
反

も
な
い
事
実
と
し
て
顕
在

書
問
題



「
日
露
戦

こ
こ
で
は
、
東
郷

行
動
や
心
情
な
ど
が

三
年
の
「
我
が
海
軍

大
将
東
郷
平
八
郎
は

う
記
述
に
書
き
改
め

ら
は
れ
た
り
。

之
を
む
か
へ
撃

国
の
興
廃
此
の

相
見
て
勇
み
立

強
く
波
高
か
り

め
、
五
隻
を
捕

例
な
き
大
勝
を

れ
て
い
る
だ
け
だ
が

治
三
十
七
八
年
戦
役

ら
と
と
も
に
、
東
郷

の
字
を
用
い
た
表
現

戦
争
が
記
述
さ
れ
る

露
国
は
其
の
海

二
十
七
日
、
三

こ
の
描
写
に
は
形

争
と
近
代
の
記
憶
」

や
旗
艦
三
笠
な
ど
の
固
有
名
詞
が
用
い

、
文
字
数
を
割
い
て
細
か
く
描
写
さ
れ

乃
ち
之
を
日
本
海
に
迎
へ
撃
ち
」
と
い

連
合
艦
隊
四
十
余
隻
を
率
ゐ
て
之
を
む

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
前
者

海
軍
大
将
東
郷
平
八
郎
は
連
合
艦
隊
四

ち
、
旗
艦
三
笠
に
高
く
信
号
を
か
ゝ

一
戦
に
あ
り
、
各
員
一
層
奮
励
努
力

ち
、
必
ず
敵
を
全
滅
せ
ん
こ
と
を
期
せ

し
が
、
我
が
軍
奮
戦
し
て
、
遂
に
敵
艦

へ
、
其
の
司
令
長
官
を
虜
に
し
、
世
界

得
た
り
。

、
大
正
十
年
発
行
の
「
尋
常
小
学
国
史

」
で
は
、
広
瀬
、
乃
木
、
ス
テ
ッ
セ
ル

の
名
が
用
い
ら
れ
、「
我
が
忠
勇
な
る

を
は
じ
め
と
し
て
、
多
く
の
形
容
や
修

。
日
本
海
海
戦
に
つ
い
て
は
次
の
通
り

軍
の
全
力
を
挙
げ
て
、
遙
に
東
洋
に
回

十
八
隻
よ
り
成
れ
る
大
艦
隊
い
よ
い
よ

容
が
一
切
な
く
、
連
続
的
な
史
的
内
容

ら
れ
、
日
本
側
の

て
い
る
。
明
治
四

う
記
述
が
「
海
軍

か
へ
撃
ち
」
と
い

の
主
語
が
「
我
が

東
郷
は
ま
た

本
海
海
戦
（

な
ど
）
か
、

防
活
動
を
指

帥
」
昭
和
十

十
余
隻
を
率
ゐ
て

げ
て
い
は
く
、「
皇

せ
よ
。」
と
。
将
士

り
。
を
り
か
ら
風

十
九
隻
を
う
ち
沈

の
海
戦
に
か
つ
て

れ
る
。ロ

シ
ヤ

た
。
五

り
ま
し

こ
こ
で
は

と
な
る
。
こ

姿
を
消
す
こ

下
巻

六

明

、
ク
ロ
パ
ト
キ
ン

将
卒
」
な
ど
「
忠
」

飾
の
も
と
に
日
露

で
あ
る
。

航
せ
し
め
、
五
月

、
対
馬
海
峽
に
あ

前
者
に
お
い

隊
」
は
東
郷

な
記
述
か
ら

ど
之
を
全
滅

大
勝
」
と
い

的
記
述
に
よ

は
、
こ
れ
に

が
簡
素
に
記
述
さ

海
軍
」
で
あ

四

、
国
語
の
教
科
書
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

「
日
本
海
海
戦
」
昭
和
一
七
年
発
行
『

あ
る
い
は
、
関
東
大
震
災
時
に
天
皇
を

図
し
た
と
い
っ
た
よ
う
な
、
と
り
と
め

七
年
発
行
『
初
等
科
国
語

二
』
所
収

は
、
本
国
か
ら
バ
ル
チ
ッ
ク
艦
隊
を
東

月
に
わ
が
連
合
艦
隊
は
、
対
馬
海
峽
に

た
。
こ
れ
が
日
本
海
海
戦
で
あ
り
ま
す

、
東
郷
の
名
と
と
も
に
物
語
的
記
述
は

れ
以
降
、
ご
く
近
年
に
い
た
る
ま
で
の

と
と
な
る
。

て
主
語
で
あ
っ
た
「
我
が
海
軍
」
に
対

に
「
率
ゐ
」
ら
れ
る
対
象
と
さ
れ
る
な

東
郷
を
主
人
公
と
し
た
物
語
的
記
述
へ

せ
し
め
た
り
」
と
い
う
記
述
も
「
世
界

う
評
価
、
解
釈
を
交
え
た
記
述
に
置
き

る
歴
史
教
科
書
は
第
二
次
大
戦
の
終
戦

替
わ
っ
て

の
検
閲
に
よ
る
「
く

る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
「
海
軍
大
将

六
七

る
が
、
内
容
は
や
は
り
日

初
等
科
国
語

七
』
所
収

心
配
し
た
り
、
近
所
の
消

も
な
い
逸
話
（「
東
郷
元

な
ど
）
が
記
載
さ
れ
る
程

洋
に
さ
し
向
け
て
ゐ
ま
し

、
こ
れ
を
む
か
へ
て
や
ぶ

。完
全
に
抹
消
さ
れ
る
こ
と

間
、
東
郷
は
教
科
書
か
ら

応
す
る
後
者
の
「
連
合
艦

ど
、
史
的
連
続
性
の
簡
素

と
変
化
し
て
い
る
。「
殆

の
海
戦
に
か
つ
て
例
な
き

換
え
ら
れ
る
。
こ
の
物
語

ま
で
使
用
さ
れ
、
終
戦
後

に
の
あ
ゆ
み
」
が
発
行
さ

東
郷
平
八
郎
」
で
あ
り
、



東
郷
と
い
う
存
在

こ
と
に
あ
る
。
正
に

し
て
漸
近
的
に
扱
わ

と
限
り
な
く
近
づ
い

安
定
な
日
露
戦
争
を

ど
う
扱
う
べ
き
か
と

る
。

き
を
見
せ
る
ロ
シ
ア

で
の
経
緯
を
挙
げ
て

韓
国
及
び
明
治
八
年

領
土
や
利
権
を
得
た

さ
ら
に
は
、
こ
の
戦

み
の
問
題
に
と
ど
ま

一
す
る
こ
と
は
極
め

「
軍
人
神

度
で
あ
る
。
戦
争
を

た
の
に
対
し
て
、
日

っ
た
よ
う
だ
。

こ
こ
に
東
郷
と
日

こ
と
は
極
め
て
今
日

日
露
戦
争
に
つ
い

の
本
質
は
、
こ
の
日
露
戦
争
の
可
変
性

負
に
扱
わ
れ
る
日
露
戦
争
の
評
価
そ
の

れ
て
い
っ
た
と
き
、
東
郷
の
肯
定
が
侵

て
い
く
可
能
性
を
も
秘
め
て
い
る
の
で

大
き
な
成
因
と
す
る
東
郷
と
い
う
対
象

い
う
問
い
が
現
在
我
々
に
突
き
つ
け
ら

に
対
し
て
や
む
を
得
ず
戦
端
が
開
か
れ

、
防
衛
戦
争
と
見
る
向
き
も
あ
れ
ば
、

の
千
島
樺
太
交
換
条
約
以
後
ロ
シ
ア
領

こ
と
な
ど
を
挙
げ
て
、
侵
略
戦
争
と
見

争
が
清
や
韓
国
を
も
巻
き
込
ん
で
お
り

ら
な
い
こ
と
か
ら
、
様
々
な
解
釈
が
な

て
困
難
な
状
況
に
あ
る
。

話
」
の
行
方

離
れ
た
乃
木
が
そ
の
人
と
な
り
の
隅
々

露
戦
争
か
ら
離
れ
た
東
郷
は
極
め
て
教

露
戦
争
と
の
不
可
分
な
関
係
性
が
顕
在

的
な
問
題
を
内
包
し
て
い
る
。

て
は
、
北
清
事
変
後
満
州
を
占
領
し
、

に
連
動
し
て
い
る

も
の
が
東
郷
に
対

略
戦
争
の
肯
定
へ

あ
る
。
評
価
が
不

を
、
教
育
の
場
で

れ
て
い
る
の
で
あ

き
な
エ

代
に
つ

ら
れ
る

た
当
時

史
を
人

中
で
学

る
の
で

た
と
す
る
開
戦
ま

戦
後
、
日
本
が
清
、

で
あ
っ
た
樺
太
で

る
向
き
も
あ
る
。

、
日
露
二
国
間
の

さ
れ
、
そ
れ
を
統

り
込
む
こ
と

と
と
な
る
。

昭
和
四
年

行
機
の
創
業

退
任
後
、
こ

歴
史
を

や
す
く

ま
で
教
材
化
さ
れ

材
化
が
困
難
で
あ

化
す
る
が
、
こ
の

更
に
南
下
す
る
動

こ
こ
で
、

和
六
三
年
、

上
の
日
本
人

大
臣
で
あ
っ

論
戦
を
は
っ

人
物
で
あ
る

ポ
ッ
ク
を
画
し
た
人
物
で
あ
る
必
要
が

い
て
は
、
明
治
天
皇
や
初
代
総
理
大
臣

で
し
ょ
う
。（
中
略
）
東
郷
元
帥
で
（

の
歴
史
を
語
る
の
は
不
可
能
だ
と
い
う

物
で
語
る
の
は
結
構
だ
け
れ
ど
も
、
歴

ん
で
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

は
間
違
い
が
起
き
る
可
能
性
が
大
き
い

を
諒
承
し
、
平
成
元
年
、
東
郷
は
再
び

生
ま
れ
の
中
島
は
、
戦
時
期
に
戦
闘
機

者
を
父
に
も
つ
な
ど
、
戦
争
と
の
距
離

の
件
に
つ
い
て
手
記
で
次
の
よ
う
に
述

学
ぶ
際
に
、
人
物
を
中
心
に
学
ぶ
と
い

て
結
構
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ 四

東
郷
の
再
教
材
化
を
め
ぐ
る
事
件
に
つ

学
習
指
導
要
領
の
改
定
に
際
し
て
、
小

に
東
郷
を
含
め
る
こ
と
に
つ
い
て
の
論

た
中
島
源
太
郎
は
、
自
身
の
在
任
中
は

た
。
前
述
の
通
り
、
東
郷
は
終
戦
後
に

が
、
後
任
の
西
岡
武
夫
文
相
が
東
郷
の

あ
る
。（
中
略
）
明
治
時

の
伊
藤
博
文
が
当
然
教
え

中
略
）
日
露
戦
争
を
含
め

こ
と
で
す
。（
中
略
）
歴

史
と
い
う
の
は
継
続
性
の

、
ス
ポ
ッ
ト
的
に
学
ば
せ

、
と
私
は
思
う
ん
で
す
。

教
育
の
場
で
扱
わ
れ
る
こ

を
製
造
し
て
い
た
中
島
飛

感
が
近
い
人
物
で
あ
る
が
、

べ
て
い
る
。

う
こ
と
は
非
常
に
わ
か
り

、
そ
の
人
物
が
歴
史
の
大

六
八

い
て
取
り
上
げ
た
い
。
昭

学
生
が
学
習
す
べ
き
歴
史

議
が
あ
り
、
当
時
の
文
部

こ
れ
を
認
め
な
い
と
し
て

教
科
書
か
ら
抹
消
さ
れ
た

名
を
学
習
指
導
要
領
に
盛



「
日
露
戦

な
い
。
教
育
を
受
け

受
け
る
側
の
理
解
、

茂
は
、
特
に
戦
前
の

想
を
か
き
立
て
る
こ

変
事
そ
の
も
の
の
本

と
い
う
姿
勢
を
崩
さ

東
郷
と
い
う
存
在
の

い
。
近
年
の
東
郷
の

の
再
強
化
を
は
か
り

の
一
環
で
も
あ
る
が

狙
い
ど
お
り
に
健
全

或
い
は
狂
信
的
且
つ

も
大
き
な
理
由
は
こ

こ
と
に
あ
る
。
文
部

は
ど
う
か
と
い
う
提

単
な
る
例
示
で

と
自
体
に
ゴ
ー

る
こ
と
は
で
き

め
だ
。
出
さ
な

中
島
が
、
東
郷
の

争
と
近
代
の
記
憶
」

さ
せ
る
側
の
意
図
が
如
何
に
善
良
且
つ

認
識
と
の
間
に
は
必
ず
誤
差
が
生
じ
る

教
育
に
鑑
み
て
「
変
革
に
理
由
づ
け
て

と
は
、
最
も
簡
単
に
し
て
、
安
易
な
手

質
を
誤
認
す
る
と
非
常
な
危
険
に
国
民

な
い
。
こ
こ
ま
で
危
惧
す
る
の
は
、
教

本
質
を
中
島
の

眼
が
見
抜
い
て
い
た

教
材
化
の
動
向
は
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
ア

、
社
会
の
文
化
的
な
統
合
を
維
持
し
よ

、
教
科
書
で
再
び
東
郷
を
取
り
上
げ
る

な
国
際
的
了
見
に
依
拠
し
た
愛
国
心
が

偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
が
蔓
延
す
る

の
「
間
違
い
が
起
き
る
可
能
性
が
大
き

官
僚
と
の
一
連
の
議
論
の
な
か
で
、
例

案
に
対
し
て
も
、

あ
っ
て
も
、（
中
略
）
そ
う
い
う
教
科

サ
イ
ン
を
だ
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る

な
い
（
中
略
）
私
に
責
任
が
あ
る
限
り

い
。

名
が
入
っ
た
新
学
習
指
導
要
領
案
を

明
快
で
あ
ろ
う
と
、

。
教
育
学
者
坂
口

、
国
民
の
愛
国
思

段
で
あ
ろ
う
が
、

を
か
り
立
て
る
こ

に
持
ち
込
む

日
露
戦
争

統
一
的
見
解

難
く
な
い
。

し
て
の
東
郷

育
の
場
に
お
け
る

か
ら
に
他
な
ら
な

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

う
と
す
る
動
き
」

こ
と
に
よ
っ
て
、

醸
成
さ
れ
る
の
か
、

の
か
は
断
定
で
き

必
ず
秩

の
も
と

東
郷
の
教

れ
ば
、
国
家

可
能
性
も
否

呼
び
、
中
島

迎
え
る
可
能

い
」
と
判
断
し
た

示
と
し
て
扱
っ
て

書
が
使
わ
れ
る
こ

。
こ
ん
な
罪
の
あ

、
こ
れ
は
絶
対
だ

学
者
広
田
照

重
要
だ

略
が
決

密
化
へ

面
化
」

テ
ム
（

れ
ゆ
え

強
に
拒
否
し
た
最

と
の
あ
る
こ

四

こ
と
を
嫌
っ
た
の
で
あ
る
。

の
位
置
付
け
に
つ
い
て
は
、
戦
後
百
年

が
提
示
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
も
揺
ら

東
郷
が
こ
の
日
露
戦
争
と
不
可
分
な
存

の
存
在
に
は
常
に
賭
博
性
が
付
き
纏
う

序
を
は
み
出
す
も
の
が
出
て
く
る
の
だ

で
は
、「
教
育
の
失
敗
」
と
形
象
さ
れ

材
化
を
推
進
す
る
側
の
思
惑
通
り
に
善

の
発
展
に
寄
与
す
る
有
形
無
形
の
様
々

定
で
き
な
い
が
、
思
惑
が
外
れ
て
、
広

が
「
間
違
い
が
起
き
る
可
能
性
が
大
き

性
も
払
拭
で
き
な
い
。
中
島
は
こ
の
賭

幸
も
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

と
思
わ
れ
る
の
は
、「
個
人
（
の
内
面

し
て
十
全
に
成
功
す
る
こ
と
は
な
く
、

の
悪
循
環
が
生
じ
る
、
と
い
う
点
で
あ

さ
せ
よ
う
と
す
る
戦
略
は
、
監
獄
や
軍

）
に
お
い
て
す
ら
成

、
も
っ
と
多
様
で
管
理
の
緩
や
か
な
環

と
を
忘
れ
る
べ
き
で
は
な
い
。」
と
指

六
九

を
経
た
現
在
に
お
い
て
も

ぎ
続
け
る
こ
と
は
想
像
に

在
で
あ
る
以
上
、
教
材
と

の
で
あ
る
。

が
、
そ
れ
は
上
記
の
戦
略

て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

良
な
愛
国
心
が
醸
成
さ
れ

な
メ
リ
ッ
ト
を
招
来
す
る

田
が
「
教
育
の
失
敗
」
と

い
」
と
判
断
し
た
結
果
を

博
的
な
要
素
を
教
育
の
場

）
を
変
え
る
」
と
い
う
戦

そ
こ
か
ら
シ
ス
テ
ム
の
濃

る
。
一
律
に
何
か
を
「
内

隊
の
よ
う
な
全
制
的
シ
ス

功
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ

境
に
い
る
青
少
年
か
ら
は
、

摘
す
る
。
ま
た
教
育
社
会



に
同
じ
。

に
同
じ
。

日
露
、
日
中
戦

争
』（
昭
和
六
三
年

藤
原
彰
『
昭
和

学
館
。に

同
じ
。

に
同
じ
。

に
同
じ
。

宮
坂
宥
洪
監
修

八
月
二
五
日

四

に
同
じ
。

仲
新
・
稲
垣
忠

教
師
用
書
６

図

中
内
敏
夫
『
軍

に
同
じ
。

に
同
じ
。

に
同
じ
。

「
軍
人
神

注

山
住
正
己
『
日

岩
波
書
店
。

海
後
宗
臣
・
仲

一
年
五
月
一
二
日

に
同
じ
。

黒
羽
亮
一
『
教

五
日

教
育
開
発

争
の
比
較
デ
ー
タ
は
、
藤
原
彰
『
昭
和
の
歴

一
一
月
一
日

小
学
館
）
に
よ
る
。

の
歴
史

日
中
全
面
戦
争
』（
昭
和
六
三

／
解
題

渡
部
昇
一
序
『「
修
身
」
全
資
料

季
社
。

彦
・
佐
藤
秀
夫
編
『
近
代
日
本
教
科
書
教
授

工
・
音
楽
篇
』
昭
和
五
八
年
二
月
二
三
日

国
美
談
と
教
科
書
』
昭
和
六
三
年
八
月
二
二

話
」
の
行
方

本
教
育
小
史
｜
｜
近
・
現
代
｜
｜
』
昭
和

新
・
寺

昌
男
『
教
科
書
で
み
る
近
現
代
日

東
京
書
籍
。

科
書
問
題
と
近
現
代
史
の
読
み
方
〈
上
巻

研
究
所
。

史

日
中
全
面
戦

年
一
一
月
一
日

小

に
同

に
同

に
同

に
同

に
同

に
同

『
復
刻に

同

「
学
校

集
成
』
平
成
一
二
年

法
資
料
集
成
第
十
巻

東
京
書
籍
。

日

岩
波
書
店
。

に
同

小
森
陽

一
編
著

所
収
。に

同
に
同

に
同

に
同

『
復
刻

六
二
年
一
月
二
〇
日

本
の
教
育
』
平
成
一

』
平
成
七
年
七
月
一

に
同

に
同

仲
新
・

教
師
用
書

に
同

に
同

に
同

に
同

じ
。

じ
。

じ
。

じ
。

じ
。

じ
。

国
定
教
科
書
（
国
民
学
校
期
）』
昭
和
五
七
年

じ
。

が
か
わ
る

新
学
習
指
導
要
領
１

元
帥
復

じ
。

一
「
日
露
戦
争
の
記
憶
、
記
憶
の
中
の
日
露

『
日
露
戦
争
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
』
平
成
一
六
年
二

じ
。

じ
。

じ
。

じ
。

国
定
歴
史
教
科
書
』
昭
和
六
二
年
四
月
一
八 四

じ
。

じ
。

稲
垣
忠
彦
・
佐
藤
秀
夫
編
『
近
代
日
本
教
科

１

修
身
篇
』
昭
和
五
八
年
二
月
二
三
日

じ
。

じ
。

じ
。

じ
。

二
月
一
日

ほ
る
ぷ
出
版
。

活
」（『
朝
日
新
聞
』
平
成
元

戦
争
」
小
森
陽
一
・
成
田
龍

月
一
〇
日

紀
伊
國
屋
書
店

日

大
空
社
。

七
〇書

教
授
法
資
料
集
成
第
十
巻

東
京
書
籍
。



「
日
露
戦

中
島
源
太
郎
「

『
月
刊

』
一

に
同
じ
。

広
田
照
幸
『
思

書
店
。

坂
口
茂
『
近
代

ス
ト
ー
ク
。

に
同
じ
。

年
二
月
一
一
日

争
と
近
代
の
記
憶
」

「
東
郷
元
帥
」
採
用
を
執
拗
に
迫
る
文
部
官

巻
四
号

平
成
元
年
九
月
一
日

朝
日
新

考
の
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア

教
育
』
平
成
一
六
年

日
本
の
愛
国
思
想
教
育
（
続
巻
）』
平
成

朝
日
新
聞
社
）
を
参
照
。

僚
と
の
闘
い
の
真
相
」

聞
社
。

五
月
二
五
日

岩
波

一
五
年
七
月
一
一
日

四
七
一


